
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿屋市立西原小学校 

 

【児童のみなさんへ】 校長　小林　晋也 

　 なぜ、学校で、むずかしい勉 強 をしたり、運 動をしたりしないといけないのでしょう  
がつこう べんきよう うんどう

か。それは、 小 学校の６年間は、長い人 生の中でも、いちばん、ものをおぼえやすかっ 鹿屋市西原１丁目 
しようがつこう ねんかん なが じんせい なか

たり、運動する 力 がのびる６年間だからです。この６年間をがんばった人と、がんばら １５番３号 
うんどう ちから ねんかん ねんかん ひと

なかった人との「差」は、すごく大きいです。大きくなるにつれて、人は 体 も 頭 も成  
ひと さ おお おお ひと からだ あたま せい

長 がおそくなっていきます。大きくひろがった「差」は、大人になったときは簡 単にちじ TEL　0994-42-2770 
ちよう おお さ おとな かんたん

まりません。きついかもしれませんが、みなさん、今、がんばらないと、本 当にもったいな Ｒ５．10．６ 
いま ほんとう

いですよ。 西原小広報係 

第５号 

  
 読 書月 道徳週間(3日～7 清掃がんばり週間(3～5 西原小学校家族読書の日(毎週火曜日)  
   間 日) 日)  安心メール登録
 

  
　２日(月)  集金日（～5日），安全点検  今月も多くの行事が予定さ  
　５日(木） 読み聞かせ(スイミーさん) れています。  
  12日(木)　読み聞かせ(スイミーさん) 　特に昨年度から，読書月間  
  14日(土） 土曜授業，下校指導　 を実施し，スイミーさん，ポ  
  18日(水)  ５年集団宿泊学習（～19日）　　 エムさんによる読み聞かせ  
  20日(金)  ５年休養措置日 等，多くの読書活動を予定し  
  21日(土)  家庭教育講演会 ています。皆様も秋の夜長に，  
  23日(月)  家庭学習がんばり週間，～29日) 素敵な一冊を手に取られてみ
  25日(水)  お話会(ポエムさん，～26日) てはいかがですか？ 

   

 

 

２学期が始まりました！ 
校長　小林　晋也　 

【保護者の皆様へ】 

　保護者の皆様方には、夏季休業期間中、ＰＴＡ保体部の方を中心に、プール開放での監視
業務やＰＴＡ事業部の方を中心に８月19日（土）の奉仕作業など、御多用の中、多くの方々に御協力い
ただき、心から感謝申し上げます。 

　９月１日の朝、まだ始業前に早速数人の子どもたちが、「ボランティアでそうじさせてく
ださい」と校長室に訪れました。きれいになった校長室を見ながら、心の底から「ありが
とう」と伝えました。２学期は行事も多く、何かと忙しいイメージがありますが、初日の
朝に心温まるスタートが切れました。 

　さて、その２学期ですが、学校では特に下記の３点を重点的に取り組んでまいります。 

１　基本的生活習慣の確立 

 基本的生活習慣をしっかりと身につけるために、「①時間を守る」、「②元気なあいさつをする」、「③忘れ物を
しない」ことを徹底して指導してまいります。特に③は、本番へ向けて士気を高めるためにも、毎日の練習でし
っかりと赤白帽子を被り、体操服を着て臨んでほしいので、忘れがないように、御家庭でも、御指導、御協力
をよろしくお願いします。 

２　目標の設定 

 目標をしっかりと持つことで、頑張ろうというモチベーションは保たれます。その目標は、学習面（漢字、
計算など）、運動面（縄跳び、持久走など）、または生活面（ボランティアなど）で、子どもたちが達成できそ
うな目標を設定させ、継続できるように支援してまいりますので、御家庭でも、声かけ等の御支援よろしくお
願いします。 

３　正しい言葉遣い 

 最近、言葉遣いが気になる子どもたちが増えてきています。「心の教育」を推進している本校では、常に職員
が言葉遣いの指導を行っておりますが、友達同士の会話の中で、依然として相手の心を平気で傷つける言葉（「死
ね」「キモい」など）や、教師に対する暴言（「うざい」「うるせえ」など）、時には呼び捨て（先生をつけない）
をするなど、一向に改善しません。小学生の段階で、このようなひどい言葉遣いを平気で使用していることに対
して、保護者の皆様も真剣に考えていただけないでしょうか。小学校生活の６年間は、頭脳も急成長する時期で
あり、覚えたことは大人になってもほぼ忘れません。また、小学校のときに習得した習慣や技術は、一度身に
ついたら簡単には変えられません。言葉遣いで、相手からの印象はほぼ決まります。中学校に上がり、また社
会に出たときに、相手のことを思いやらない言葉遣いだと、必ず損をします。 
 是非、御家庭でも「言葉遣い」について、お子さんとしっかり語っていただく機会を設けてください。　 
 
　これまで何度も、家庭と地域の協力で、大切なお子さんたちの成長を支援していく体制が必要と話してきました。
もちろん、数多い御支援をこれまでもいただいており感謝しておりますが、今後はさらに皆様からのお力を借りなけ
ればならない場面や機会が増えて参ります。今、学校でできる指導にも限界がきております。是非、さらなる御支
援、御協力をよろしくお願いいたします。 


